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【序】発光オワンクラゲやウミホタルの発光基質であるイミダゾピラジノン誘導体は、
生物・化学発光性や長波長蛍光性、ソルバトクロミズム等の特異な性質を有する。本研
究ではイミダゾピラジノン誘導体の特徴を利用した新しい長波長化学発光性の活性酸素
検出プローブ分子の開発を目指し、２つのイミダゾピラジノン環を分子電線型のπ共役
系で連結したビス誘導体1を分子設計した。２つのイミダゾピラジノン環を有するビス誘
導体1は、長波長化学発光分子としての性質が期待できる｡また、２つのイミダゾピラジ
ノン環を有するため、２段階での発光反応が可能であると考えられる (Scheme 1)。この分
子設計に基づき、本研究では種々の置換基を導入したビスイミダゾピラジノン誘導体1及
び前駆体2の合成経路を確立し、1の化学発光特性の評価を目指した。
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【結果と考察】1の前駆体であるビスアミ
アミノピラジン誘導体とボロン酸との鈴
功した。合成した種々の2とグリオキサー
スイミダゾピラジノン誘導体1の合成に成
で１段階目の化学発光を示し、さらに1f
がわかった。 
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体2の合成は、ハロゲン置換
ング反応によって合成に成
合反応を検討し、種々のビ
た1a-Phと1b-Phは橙色領域
で２段階の発光を示すこと
h : n = 0, R1 = H, R2 =  Ph
e : n = 1, R1 = H, R2 =  CH3 
h : n = 1, R1 = H, R2 =  Ph 
e : n = 1, R1 = C6H13, R2 =  CH3
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